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重要文化財　「高野大師行状図画」　地蔵院　弘法大師空海の一代記。
空海が幼少の時、仏像を自ら彫り、小祠に仏像を祀るなど、将来仏教者となる片鱗がみられたという場面（「幼稚遊戯」）

利用案内
開
館
時
間

■
11
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
（
展
示
替
え
に
伴
い
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼント差し上げます。
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  「お大師さまから・
　 お大師さまへ」

令和５年４月15日（土）～
10月９日（月・祝）



令和5年  4月  9日 第142号

2

　
今
年
は
、
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
弘
法
大
師
空
海
（
お
大
師
さ
ま
）
が

御
誕
生
し
て
、
一
二
五
〇
年
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

ゆ
か
り
の
文
化
財
を
展
示
し
、
現
代
に
残
る
名
宝
を
通
じ
て
お
大
師
さ
ま
の

足
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
入
定
さ
れ
て
か
ら
も
大
師
の
も
と
に
奉
納
さ

れ
た
文
化
財
も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
お
大

師
さ
ま
へ
の
信
仰
を
感
じ
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
絵
画

国
宝　
　
勤
操
僧
正
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
門
院
【
２
期
】

重
文　
　
文
殊
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
寿
院
【
１
期
】

重
文　
　
高
野
大
師
行
状
図
画　
　
　
　
　
　
　
　
地
蔵
院
【
１
〜
４
期
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
場
面
毎
に
展
示
替
え
あ
り

重
文　
　
八
宗
論
大
日
如
来
像　
　
　
　
　
　
　
　
善
集
院
【
２
期
】

重
文　
　
愛
染
明
王
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
２
期
】

県
指
定　
騎
獅
文
殊
菩
薩
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫻
池
院
【
２
期
】

　
　
　
　
日
輪
大
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宝
院
【
２
期
】

　
　
　
　
弘
法
大
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
南
院
【
１・２
期
】

　
　
　
　
稚
児
大
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
智
院
【
１・２
期
】

１
期
・
２
期
の
主
な
展
示
品

令
和
５
年
４
月
15
日（
土
）〜
10
月
９
日（
月・祝
）

１
期　
令
和
５
年
４
月
15
日（
土
）〜
５
月
28
日（
日
）

２
期　
令
和
５
年
５
月
30
日（
火
）〜
７
月
９
日（
日
）

３
期　
令
和
５
年
７
月
15
日（
土
）〜
８
月
27
日（
日
）

４
期　
令
和
５
年
８
月
29
日（
火
）〜
10
月
９
日（
月・祝
）

　
　
※
臨
時
休
館
日　
４
月
10
日（
月
）、
７
月
10
日（
月
）

「
お
大
師
さ
ま
か
ら
・
お
大
師
さ
ま
へ
」

宗
祖
弘
法
大
師
御
誕
生
一
二
五
〇
年
大
法
会
記
念
展

国宝　諸尊仏龕　金剛峯寺【３・４期】

国宝　聾瞽指帰　金剛峯寺【１期：下巻　２期：上巻】

　重文　飛行三鈷杵　金剛峯寺【３・４期】

特別公開 高野山三大秘宝
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善
如
龍
王
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
光
院
【
１・２
期
】

　
　
　
　
両
部
曼
荼
羅
真
言
八
祖
像　
　
　
　
　
　
浄
菩
提
院
【
１・２
期
】

　
　
　
　
丹
生
明
神
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

　
　
　
　
高
野
明
神
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

　
　
　
　
弁
才
天
十
五
童
子
像　
　
　
　
　
　
　
　
親
王
院
【
１・２
期
】

　
　
　
　
童
子
経
曼
荼
羅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
通
寺
【
１・２
期
】

■
工
芸

重
文　
　
四
天
王
独
鈷
鈴
（
金
銅
仏
具
の
う
ち
）　 

金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

重
文　
　
五
鈷
杵
（
金
銅
仏
具
の
う
ち
）　　
　
　

 

金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

重
文　
　
厨
子
入
倶
利
伽
羅
龍
剣　
　
　
　
　
　
　
龍
光
院
【
１・２
期
】

県
指
定　
白
銅
平
錫
杖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

　
　
　
　
金
念
珠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
光
院
【
１・２
期
】

■
彫
刻

重
文　
　
浮
彫
九
尊
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

　
　
　
　
弘
法
大
師
坐
像
（
萬
日
大
師
像
）　　
　

 

金
剛
峯
寺
【
１
〜
４
期
】

■
書
跡

国
宝　
　
聾
瞽
指
帰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺

【
１
期
：
下
巻　
２
期
：
上
巻
】

　
　
　
　
十
誦
律　
巻
第
二
十
二　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

　
　
　
　
大
集
経　
巻
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

　
　
　
　
伝
教
大
師
最
澄
書
状
案
写　
　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

　
　
　
　
昭
和
天
皇
勅
筆
「
弘
法
」　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

　
　
　
　
三
十
帖
策
子
（
写
本
）　　
　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺
【
１・２
期
】

※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
を
行
い
ま
す
。

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
宝　

勤
操
僧
正
像　

普
門
院　
【
２
期
】

重
文　

文
殊
菩
薩
像　

宝
寿
院　
【
１
期
】

稚
児
大
師
像　

正
智
院　
【
１
・
２
期
】

重
文　

八
宗
論
大
日
如
来
像　

善
集
院　
【
２
期
】

次
回
の
展
覧
会
予
告

令
和
５
年
度
秋
期
企
画
展

　
「
弘
法
大
師
空
海
の
弟
子
た
ち
」

令
和
５
年
10
月
14
日
（
土
）
〜
令
和
６
年
１
月
14
日
（
日
）

重
文　

四
天
王
独
鈷
鈴（
金
銅
仏
具
の
う
ち
）　

金
剛
峯
寺

【
１
・
２
期
】

特
別
展
示

金念珠　龍光院　【１・２期】

重
文　

浮
彫
九
尊
像　

金
剛
峯
寺　
【
１
・
２
期
】
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高
野
山
の
考
古
学

（
二
十
八
）

大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科　

　
　
　
　
　
　
　

狭 

川　

真 

一

高
野
山
の
地
鎮
遺
構
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
推
定 

般
若
院
跡
出
土
の
地
鎮
遺
構
│

　

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）、
霊
宝
館

の
南
側
に
国
宝
八
大
童
子
他
一
一
五
体
を

納
め
る
収
蔵
庫
が
建
設
さ
れ
る
の
に
先
立

ち
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
は
、一
八
世
紀
以
降
の
礎
石
や
石
垣
、

井
戸
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
絵
図
と
の
照
合

か
ら
、
こ
れ
ら
は
般
若
院
に
関
係
す
る
遺

構
群
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
発
掘
さ
れ
た
遺
構
面
（
人
々
が
活
動
し

て
い
た
地
面
）
は
五
面
確
認
さ
れ
、
そ
の

中
の
第
四
面
か
ら
賢け

ん

瓶び
ょ
うを
埋
納
し
た
土
坑

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
遺
構

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

地
鎮
遺
構
と
遺
物

　
さ
て
、
発
見
さ
れ
た
遺
構
の
詳
細
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。
土
坑
は
各
辺
が
湾
曲
し

た
方
形
で
、
南
北
三
四
セ
ン
チ
、
東
西

三
七
セ
ン
チ
を
測
り
、
深
さ
は
一
二
〜

一
四
セ
ン
チ
程
度
で
す
。
土
坑
の
中
央
に

や
や
北
東
側
へ
傾
斜
す
る
形
で
一
基
の
銅

製
賢
瓶
が
据
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
図
１

Ａ
）。
賢
瓶
は
亜
字
形
を
し
た
鋳
造
品
で
、

口
径
五
．
五
セ
ン
チ
、
底
径
七
．
四
セ
ン

チ
、
高
さ
一
一
．
八
セ
ン
チ
を
測
り
、
表

面
に
縦
方
向
の
紐
で
縛
っ
た
痕
跡
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
蓋
も
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、

周
囲
は
腐
食
し
て
い
て
、
当
初
の
規
模
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
つ
ま
み
は
Ｔ
字

形
で
裏
面
か
ら
鋲
で
固
定
さ
れ
る
も
の
で

し
た
（
図
１
Ｂ
）。

　
注
目
す
べ
き
は
賢
瓶
の
中
か
ら
紙
包
み

が
多
数
出
土
し
た
こ
と
で
す
。
紙
包
み
は

ほ
ぼ
大
き
さ
が
同
じ
で
、
長
さ
二
．
二
セ

ン
チ
、
幅
二
．
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
〜
二

ミ
リ
に
丁
寧
に
畳
ま
れ
て
お
り
、
表
面
に

墨
書
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
Ｃ
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
紙
包
み
の
一
面
に
墨
書
が
あ

り
、「
金き

ん

」「
銀ぎ

ん

」「
真し

ん

珠じ
ゅ

」「
瑠る

璃り

」「
は

梨り

」
と
読
め
、「
瑠
璃
」
は
青
色
の
宝
石

も
し
く
は
青
色
の
ガ
ラ
ス
の
こ
と
で
す
。

「

梨
」
は
「
ハ
リ
」
と
読
み
、
玻
璃
＝

水
晶
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。つ
ま
り
、金・銀・真
珠・瑠
璃
・

玻
璃
で
五
宝
と
理
解
で
き
る
の
で
す
。

　

次
の
一
群
は
「
人に

ん

参じ
ん

」「
茯ぶ

く

苓り
ょ
う」「
赤お

に

箭や
が
ら」「
石せ

き

菖し
ょ
う

蒲ぶ

」「
牛ご

黄お
う

」
と
読
め
、
こ

れ
ら
を
薬
品
と
み
て
五
薬
と
理
解
で
き
ま

す
。
賢
瓶
に
埋
納
さ
れ
て
い
る
五
薬
に
つ

い
て
は
、『
霊
宝
館
だ
よ
り
』
一
一
五
号

か
ら
一
一
八
号
に
、
各
種
本
草
書
の
記
載

か
ら
「
鬼
」
を
意
識
し
た
も
の
で
、
賢
瓶

中
に
封
じ
込
め
た
「
鬼
」
の
精
を
弱
め
て

神
に
転
じ
、
賢
瓶
の
外
へ
と
い
ざ
な
お
う

と
す
る
説
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
も
う
一
つ
の
一
群
は
、「
丁

ち
ょ
う

字じ

」

「
白

び
ゃ
く

檀だ
ん

」「
鬱う

金こ
ん

」「
沈じ

ん

香こ
う

」「
龍

り
ゅ
う

脳の
う

」
と
記

載
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
香
料
で
五
香
と
な
り

ま
す
。
こ
の
賢
瓶
中
に
は
小
さ
く
個
別
に

包
ま
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
、
や
や
大
き

め
の
紙
袋
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
表
面
に

梵
字
ら
し
き
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
状
で
は
三
つ
に
分
裂
し
て
い
ま
す

が
、
本
来
は
一
つ
の
袋
で
あ
っ
た
と
み
ら

れ
、
中
に
米
、
麦
、
豆
、
粟
か
稗
な
ど
の

穀
類
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

賢
瓶
の
中
に
は
一
つ
ず
つ
包
ま
れ
た
五

宝
、
五
薬
、
五
香
と
一
つ
の
袋
に
ま
と
め

ら
れ
た
五
穀
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

地
鎮
遺
構
と
区
画

　
賢
瓶
を
納
め
た
土
坑
の
位
置
を
調
査
地

点
の
中
で
確
認
し
て
み
ま
す
と
、
周
囲
に

関
連
す
る
埋
納
遺
構
は
確
認
さ
れ
な
い
も

の
の
、
細
い
溝
で
コ
字
形
に
区
画
さ
れ
た

遺
構
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
コ
字
形
の



令和5年  4月  9日 第142号

5

区
画
溝
の
北
西
隅
と
埋
納
遺
構
、
同
じ
く

南
西
隅
と
埋
納
遺
構
を
そ
れ
ぞ
れ
線
で
結

ん
で
東
へ
延
長
し
、
北
辺
の
溝
の
東
延
長

線
と
、
南
辺
の
溝
の
東
延
長
線
と
の
交
点

を
求
め
る
と
、
南
北
が
約
一
二
．
六
メ
ー

ト
ル
、
東
西
が
約
二
五
メ
ー
ト
ル
に
な
る

少
し
歪
ん
だ
長
方
形
の
区
画
が
浮
か
び
上

が
り
ま
す
。
こ
の
南
辺
に
は
小
穴
列
が
あ

り
ま
す
が
、
建
物
に
は
復
原
で
き
な
い
の

で
、
お
そ
ら
く
こ
の
区
画
の
内
側
に
建
物

が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
２
）。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
地
鎮
遺
構
は
、
そ
の

長
方
形
建
物
を
建
て
る
の
に
際
し
て
、
奉

安
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
般
若
院
の
な
か
で
重
要

な
建
物
が
こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

共
通
す
る
地
鎮
の
作
法

　

前
回
紹
介
し
た
大
門
跡
で
発
見
さ
れ

た
、
地
鎮
遺
構
の
中
央
土
坑
内
に
安
置
さ

れ
て
い
た
賢
瓶
か
ら
も
五
宝
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
般
若
院
跡
出
土

の
事
例
も
同
じ
よ
う
な
作
法
に
よ
っ
て
土

地
が
鎮
め
ら
れ
、
建
物
の
安
寧
を
願
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し
遺
跡
の
保
存
状
態

が
良
け
れ
ば
、
四
方
に
穿
た
れ
た
地
鎮
遺

構
も
、
具
体
的
な
建
物
遺
構
も
発
見
さ
れ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
宝
性
院
、
徳
川
霊
台
、
大
門
、
般
若
院

そ
れ
ぞ
れ
に
多
少
の
差
異
は
認
め
ら
れ
ま

す
が
、
真
言
宗
の
中
で
守
り
伝
え
ら
れ
た

共
通
す
る
作
法
で
、
地
鎮
祭
を
執
り
行
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

伏
見
裕
利
二
〇
一
五
〜
二
〇
一
六
「
賢
瓶

に
納
入
さ
れ
て
い
る
五
薬
と
鬼
と
の
関
係
」

（
そ
の
１
〜
４
）『
霊
宝
館
だ
よ
り
』
一
一
五

号
〜
一
一
八
号
、
高
野
山
霊
宝
館

吉
川
義
彦
二
〇
〇
五『
高
野
山
金
剛
峯
寺
遺

跡
発
掘
調
査
報
告
』
関
西
文
化
財
調
査
会

図１　賢瓶埋納土坑Ａ（1/10）とその出土遺物Ｂ・Ｃ（1/2）

金 銀 真珠 瑠璃 梨

人参 茯苓 赤箭 石菖蒲 牛黄

丁字 白檀 鬱金 沈香 龍脳

梵
字
？Ａ

Ｂ Ｃ

図２　賢瓶埋納土坑を用いた地鎮による結界推定範囲（1/300）

賢
瓶
埋
納
土
坑
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特
集
高
野
山

お
大
師
さ
ま
か
ら
・
お
大
師
さ
ま
へ
│『
聾ろ

う

瞽こ

指し
い

帰き

』の
奉
納
│

　
お
大
師
さ
ま
（
弘
法
大
師
空
海
）
の
真

筆
の
書
で
あ
る
『
聾
瞽
指
帰
』（
国
宝
、

金
剛
峯
寺
）
は
、延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）、

大
師
が
二
十
四
歳
の
時
に
記
し
た
書
で

す
。『
三さ

ん

教ご
う

指し
い

帰き

』
と
い
う
大
師
の
書
の

草そ
う

稿こ
う

本ぼ
ん

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
戯
曲
風
に
ま

と
め
ら
れ
た
内
容
は
、
仏
教
、
儒
教
、
道

教
を
比
較
し
て
最
後
は
仏
教
が
優
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
記
し
ま
す
。
大
師
の
見

事
な
書
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
時
中
国

で
流
行
し
て
い
た
文
体
「
四し

六ろ
く

駢べ
ん

儷れ
い

体た
い

」

と
古
典
を
駆
使
し
つ
つ
独
自
性
に
富
ん
だ

文
章
力
、
細
か
な
縦
の
筋
目
が
入
っ
た

「
縦

じ
ゅ
う

簾れ
ん

紙し

」
と
い
う
貴
重
な
料
紙
の
使
用

な
ど
、
ま
さ
に
国
宝
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い

文
化
財
で
す
。

　
さ
て
、『
聾
瞽
指
帰
』
は
完
成
以
来
ず
っ

と
高
野
山
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
京
都
の
大だ

い

覚か
く

寺じ

、
西さ

い

芳ほ
う

寺じ

、
仁に

ん

和な

寺じ

と
移
り
、最
後
は
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）

三
月
二
十
一
日
、
お
大
師
さ
ま
が
ご
入
定

さ
れ
た
日
に
合
わ
せ
て
、
高
野
山
御
影
堂

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、『
聾

瞽
指
帰
』
下
巻
末
の
跋ば

つ

文ぶ
ん

と
付
属
の
施せ

入に
ゅ
う

状じ
ょ
うよ
り
判
明
し
ま
す
。（『
霊
宝
館
だ

よ
り
』
一
二
六
号
、「
高
野
山
の
文
書
」

十
三
参
照
）

　
施
入
状
に
よ
る
と
、
御
影
堂
へ
の
奉
納

者
は
「
泉
州
堺
宿
院
前
田
仲
源
五
郎
源
正

朝
」
と
あ
り
ま
す
。
通
説
的
に
は
、「
泉

州
堺
宿
院
」（
現
在
の
大
阪
府
堺
市
堺
区
）

の
「
前
田
仲
源
五
郎
源
正
朝
」
と
い
う
人

物
が
奉
納
し
た
と
さ
れ
ま
す
。後
ろ
の「
源

正
朝
」
は
本
姓
と
諱い

み
な

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

残
り
で
す
が
、「
前
田
」
が
名
字
で
「
仲

源
五
郎
」
が
名
前
で
し
ょ
う
か
。
別
の
史

料
「
御み

影え

堂ど
う

霊れ
い

宝ほ
う

目も
く

録ろ
く

」（
国
宝
『
又
続

宝
簡
集
』
六
十
二
所
収
、
金
剛
峯
寺
）
と

い
う
、
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
に
作

成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
御
影
堂
に
あ
っ
た
宝

物
の
目
録
に
着
目
す
る
と
、そ
の
中
に「
三

教
指
帰
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
『
聾
瞽

指
帰
』に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

「
泉
州
堺
田
仲
源
五
郎
正
朝
寄
進
」と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
名
前
に
「
前
」

が
な
い
の
で
す
。
書
き
忘
れ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
も
し
か
し
た
ら
「
堺
宿
院
前
」

の
「
田
仲
源
五
郎
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
奉
納
者
の
い
た
堺
は
貿
易
都
市
と
し
て

に
ぎ
わ
い
、
西
高
野
街
道
で
高
野
山
と
も

結
ば
れ
、
西
国
か
ら
の
参
詣
者
の
立
ち
寄

る
町
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
書
物
『
堺

さ
か
い

鑑か
が
み』（
衣き

ぬ

笠が
さ

一い
っ

閑か
ん

著
、
一
六
八
四
年
刊
）

や
『
全ぜ

ん

堺か
い

詳し
ょ
う

誌し

』（
高た

か

志し

芝し

巌が
ん

・
高
志
養よ

う

浩こ
う

著
、
一
七
五
七
年
刊
）
に
よ
る
と
、
空

海
が
唐
よ
り
帰
朝
し
た
際
、
堺
北
庄
九
間

町
に
仮か

り

堂ど
う

を
建
て
た
と
伝
わ
り
、そ
の
後
、

高
野
山
を
往
来
す
る
僧
の
宿
泊
所
の
役
割

を
果
た
し
高
野
堂
と
呼
ば
れ
、
の
ち
堺
宿

院
町
に
移
り
（
い
つ
頃
か
不
明
）、
そ
の

場
所
を
転
々
と
し
た
と
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）、
大
塔
復
興

の
勧か

ん

進じ
ん

僧そ
う

阿あ

本ほ
ん

は
堺
宿
寺
の
中
に
勧
進
所

を
建
て
金こ

ん

剛ご
う

三さ
ん

昧ま
い

院い
ん

よ
り
大
師
像
を
本
尊

と
し
て
借
り
受
け
ま
し
た
。
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）、
木も

く

食じ
き

応お
う

其ご

（
一
五
三
六
〜

一
六
〇
八
）は
、人
手
に
渡
っ
て
い
た
堺
の

高
野
道
場
（
高
野
堂
）
を
買
い
戻
し
、
同

じ
く
金
剛
三
昧
院
よ
り
大
師
御
影
を
借
り

受
け
祀ま

つ

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
当

時
、
高
野
山
と
堺
は
無
縁
で
は
な
く
、
そ

の
縁
も
あ
っ
て
『
聾
瞽
指
帰
』
も
高
野
山

へ
奉
納
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
前
述
の
施
入
状
に
よ
る
と
、
奉
納
さ
れ

た
際
、
山
内
の
全
僧
侶
が
感
激
し
、
奉
納

者
の
二
世
（
現
世
・
来
世
）
安
楽
祈
願
と

し
て
、
御
影
堂
前
で
の
毎
日
の
行

ぎ
ょ
う

法ほ
う

と
光こ

う

明み
ょ
う

真し
ん

言ご
ん

の
廻え

向こ
う

を
相
談
し
た
と
あ
り
ま

す
。春
か
ら
の
展
覧
会（
１・２
期
に
展
示
）

で
は『
聾
瞽
指
帰
』を
展
示
予
定
で
す
が
、

「
お
大
師
さ
ま
か
ら
」
だ
け
で
な
く
、「
お

大
師
さ
ま
へ
」
奉
納
さ
れ
た
時
の
想
い
を

感
じ
な
が
ら
、
観
覧
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。　　
　
　
　
　
　
（
研
谷
昌
志
）

「聾瞽指帰施入状」　金剛峯寺

「御影堂霊宝目録」（国宝『又続宝簡集』六十二所収、金
剛峯寺）一部
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な
が
ら
そ
の
日
の
温
湿
度
を
調
整
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
温
湿
度
の
調
整
を
行
う

た
め
に
空
調
設
備
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

設
備
点
検
、
ま
た
庫
内
に
カ
ビ
が
発
生
し

て
い
な
い
か
、
虫
な
ど
の
侵
入
は
な
い
か

と
い
う
点
検
も
大
事
な
仕
事
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　
高
野
山
霊
宝
館
の
仕
事
と
い
え
ば
、
来

館
者
の
方
々
を
お
迎
え
す
る
受
付
業
務
、

展
示
室
の
展
示
業
務
が
、
来
館
者
の
皆
さ

ま
が
目
に
す
る
職
員
の
仕
事
で
す
が
、
実

は
皆
さ
ま
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
な

い
、
裏
方
で
の
収
蔵
庫
の
管
理
が
仕
事
の

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
収
蔵
庫
管
理
は
、
大
変
地
味
で
、
一
般

の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
や
広
報
す
る
仕
事

内
容
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
職
員

は
、
お
大
師
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
た
、
ま

た
お
大
師
さ
ま
へ
捧

げ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
宝
物
を
守
り
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
取

り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。　
　
（
鳥
羽
正
剛
）

　
現
在
、
高
野
山
霊
宝
館
で
は
、
間
も
な

く
開
催
し
ま
す
、
令
和
五
年
度 

宗
祖
弘

法
大
師
御
誕
生
一
二
五
〇
年
大
法
会
記

念
展
「
お
大
師
さ
ま
か
ら
・
お
大
師
さ
ま

へ
」
の
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
の
展
示
品
は
、
あ
ら
ゆ
る
時

代
の
お
大
師
さ
ま
か
ら
私
た
ち
に
送
ら
れ

た
宝
物
、
ま
た
お
大
師
さ
ま
へ
捧
げ
ら
れ

た
宝
物
が
中
心
と
な
っ
た
展
覧
会
で
す
。

　
展
示
室
（
本
館
と
新
館
）
に
展
示
さ
れ

て
い
る
文
化
財
は
、
当
館
が
収
蔵
し
て
い

る
彫
刻
、
絵
画
、
工
芸
品
、
書
跡
、
民
俗
、

考
古
と
い
っ
た
約
十
万
点
の
文
化
財
の
一

部
で
、
展
示
さ
れ
る
時
以
外
は
、
通
常
は

収
蔵
庫
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
記
事
で
は
、
高
野
山
霊
宝
館
に

あ
る
四
棟
の
収
蔵
庫
に
つ
い
て
、
建
築
さ

れ
た
年
代
順
に
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

一
棟
目
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

に
建
設
さ
れ
た
小
宝
蔵
で
す
（
図
１
）。

設
計
監
修
は
神
社
建
築
の
専
門
家
の
荻
野

仲
三
郎
が
、
設
計
担
当
は
明
治
神
宮
宝
物

館
を
設
計
し
た
設
計
士
の
大
江
新
太
郎
に

よ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
収
蔵
品
は
、
当
初
は
、
彫

刻
、
絵
画
な
ど
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
高
野
山
内
で
発
掘
さ
れ
た

埋
蔵
文
化
財
、
主
に
大
門
、
大
師
教
会
、

尼
僧
学
院
、
高
野
山
霊
宝
館
な
ど
の
建
物

の
建
設
に
伴
い
行
わ
れ
た
調
査
で
の
出
土

品
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
棟
目
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六

一
）、
大
宝
蔵
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
（
図

２
）。収
蔵
品
は
、未
指
定
文
化
財
の
彫
刻
、

絵
画
、
工
芸
品
、
書
跡
で
す
。

　
三
棟
目
は
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八

四
）
に
建
設
さ
れ
た
新
館
で
す
。
新
館
と

言
え
ば
、
展
示
室
と
し
て
普
段
来
館
者
の

皆
さ
ま
が
拝
観
に
来
ら
れ
て
い
る
建
物
で

す
が
、
実
は
収
蔵
庫
を
兼
ね
た
形
で
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　
四
棟
目
は
、平
成
十
五
年（
二
〇
〇
五
）、

国
宝
八
大
童
子
な
ど
、
国
指
定
の
国
宝
や

重
要
文
化
財
を
収
蔵
す
る
た
め
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
（
図
４
）。

　
以
上
、
私
達
は
四
棟
の
収
蔵
庫
、
ま
た

庫
内
の
文
化
財
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
一
番
肝
心
な
の
は
、
庫
内
の
温
湿
度

管
理
で
す
。
文
化
財
の
素
材
は
、
仏
像
は

木
製
に
合
っ
た
、染
織
品
は
布
に
合
っ
た
、

仏
具
や
刀
剣
な
ど
は
金
工
品
に
合
っ
た
、

季
節
や
天
候
を
考
慮
し
た
温
度
と
湿
度
に

調
整
し
ま
す
。

　
で
す
が
、
こ
の
調
整
は
機
械
任
せ
と
い

う
訳
で
は
な
く
、
長
年
毎
日
記
録
し
て
き

た
温
湿
度
の
記
録
、
ま
た
記
録
日
前
後
の

週
間
天
気
な
ど
の
気
象
情
報
を
参
考
に
、

職
員
間
で
そ
の
情
報
を
共
有
し
、
協
議
し

霊
宝
館
日
記
②

収
蔵
庫

図１　小宝蔵　大正10年 (1921) 竣工

図２　大宝蔵　昭和36年 (1961) 竣工

図３　新館　昭和59年 (1984) 竣工 

図４　平成大宝蔵　平成15年 (2005) 竣工
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高野山霊宝館からのお知らせ
◎
令
和
４
年
度
国
庫
補
助
事
業
報
告

●
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
金
剛
峯
寺
奥

院
経
蔵
１
棟
保
存
修
理
事
業

　
令
和
２
年
度
か
ら
３
ヵ
年
計
画
で
進
め

ら
れ
て
い
た
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

事
業
費　
　
１
８
，
９
１
９
，
６
５
６
円

国
庫
補
助
金
１
０
，
４
０
５
，
０
０
０
円

県
費
補
助
金　
１
，
０
６
４
，
０
０
０
円

町
費
補
助
金　
　
　
１
４
９
，
０
０
０
円

所
有
者
負
担
金
７
，
３
０
１
，
６
５
６
円

●
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
金
剛
三
昧
院

経
蔵
１
棟
保
存
修
理
事
業

事
業
費　
　
２
１
，
０
７
３
，
２
６
５
円

国
庫
補
助
金
１
３
，
６
９
７
，
０
０
０
円

県
費
補
助
金　
１
，
１
０
６
，
０
０
０
円

町
費
補
助
金　
　
　
１
６
６
，
０
０
０
円

所
有
者
負
担
金
６
，
１
０
４
，
２
６
５
円

●
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
普
賢
院
四
脚

門
１
棟
保
存
修
理
事
業

　
令
和
４
年
度
に
１
ヵ
年
計
画
で
進
め
ら

れ
て
い
た
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

事
業
費　
　
　
８
，
８
２
７
，
４
８
０
円

国
庫
補
助
金　
４
，
４
１
３
，
０
０
０
円

県
費
補
助
金　
　
　
５
５
１
，
０
０
０
円

町
費
補
助
金　
　
　
　
９
３
，
０
０
０
円

所
有
者
負
担
金
３
，
７
７
０
，
４
８
０
円

●
文
化
財
保
存
修
理
助
成
事
業
「
紡
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
国
宝
（
美
術
工
芸
品
）

絹
本
著
色
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
保
存
修

理
事
業

　
令
和
２
年
度
よ
り
５
ヵ
年
事
業
で
進
め

〇
貸
出
情
報

●
武
田
氏
館
跡
歴
史
館（
山
梨
県
甲
府
市
）

信
玄
公
没
後
４
５
０
年
企
画
展
「
戦
国

大
名
武
田
信
玄
の
遺
産
」

　
４
月
12
日
㈬
〜
12
月
24
日
㈰

展
示
期
間　
６
月
14
日
㈬
〜
７
月
31
日
㈪

未
指
定　
厨
子
入
弁
才
天
十
五
童
子
像　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
慶
院

未
指
定　
五
鈷
鈴　
　
　
　
　
成
慶
院

●
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
（
香
川
県
高
松
市
）

特
別
展
「
空
海
―
史
上
最
強
、
讃
岐
に

舞
い
降
り
た
不
滅
の
巨
人
―
」

　
４
月
22
日
㈯
〜
５
月
21
日
㈰

国
宝　
諸
尊
仏
龕　
　
　
　
　
金
剛
峯
寺

国
宝　
善
女
竜
王
像
（
定
智
筆
）金

剛
峯
寺

重
文　
恵
果
阿
闍
梨
像　
　
　
西
生
院

●
岡
崎
市
美
術
博
物
館（
愛
知
県
岡
崎
市
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
ど
う
す

る
家
康
」

　
　
７
月
１
日
㈯
〜
８
月
20
日
㈰

未
指
定　
武
田
晴
信
像　
　
　
持
明
院

未
指
定　
武
田
頼
勝
妻
子
像　
持
明
院

◎
高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

　

高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
、
霊
宝
館
長
が
展
示
解
説
を
行
う
動
画

が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
、チ
ャ

ン
ネ
ル
登
録
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
名
「
高
野
山

霊
宝
館
」）
し
て
、
霊
宝
館
収
蔵
の
文
化

財
の
解
説
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
記
事
の
訂
正

　
令
和
５
年
２
月
18
日
発
行
の
「
霊
宝
館

だ
よ
り
」
１
４
１
号
に
誤
記
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
左
記
の
と
お
り
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
３
頁「
銅
六
器（
灌
頂
道
具
類
の
う
ち
）」

と
「
国
宝 

紫
紙
金
字
金
光
明
最
勝
王
経

　
巻
第
八
」
の
所
有
者

誤
「
金
剛
峯
寺
」

正
「
龍
光
院
」

ら
れ
て
い
る
事
業
の
２
年
目
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

事
業
費　
　
１
１
，
１
４
４
，
８
０
６
円

国
庫
補
助
金　
６
，
６
８
６
，
０
０
０
円

紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
金

　
４
，
４
５
８
，
８
０
６
円

◎
令
和
５
年
度
国
庫
補
助
事
業

●
国
宝
（
建
造
物
）
金
剛
峯
寺
不
動
堂
１

棟
保
存
修
理
事
業
（
２
ヵ
年
継
続
）

●
文
化
財
保
存
修
理
助
成
事
業
「
紡
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
国
宝
（
美
術
工
芸
品
）

絹
本
著
色
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
保
存
修

理
事
業
（
３
ヵ
年
目
）

事
業
費　
　
１
１
，
０
７
５
，
６
５
３
円

国
庫
補
助
金　
６
，
６
４
５
，
０
０
０
円

紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
金

　
４
，
４
３
０
，
６
５
３
円

○
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
（
予
定
）

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
予
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
20
日
㈯
、
６
月
３
日
㈯
、

　
７
月
１
日
㈯
、
８
月
５
日
㈯
、

　
９
月
２
日
㈯
、
10
月
７
日
㈯
、

　
11
月
11
日
㈯

　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
よ
り
約
45
分

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
友
の
会
会
員
募
集　

•
会
員
証
提
示
で
会
員
本
人
様
の
み
霊

　
宝
館
と
金
堂
・
大
塔
の
拝
観
無
料

•
霊
宝
館
発
行
の
季
刊
誌
「
霊
宝
館
だ

　
よ
り
」
送
付

〈
年
会
費
〉　

一
般
会
員
（
個
人
）　　
３
，０
０
０
円

賛
助
会
員
（
法
人
）　
３
０
，０
０
０
円

　
皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り

　
ま
す
。


